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環境未来都市推進に関する取組について 

 

本市は、昨年 12 月に、政府が国家プロジェクトとして全国の自治体から募集して

いた「環境未来都市」に選定されました。 

※環境未来都市…環境問題や高齢化社会などに対応する施策の先進的なモデルとなる都市

を国が選定し、様々な支援を行うことにより、成功事例を創出し、国内外へ普及展開す

るもの 

 

＜本市の提案の概要＞ ※詳細別紙 

中期４か年計画を基本に作成 

・低炭素／水：地域エネルギーマネジメントシステム（ＣＥＭＳ）の構築、横浜の上

下水道技術を活かした国際貢献 

・超高齢化対応：高齢者による社会貢献の経済活性化への波及、温かなコミュニティ・

コンパクトなまちづくり 

・クリエイティビティ／チャレンジ：グローバルな都市ブランド確立、イノベーショ

ンを生み続ける産業拠点の形成 

・被災地復興への貢献（福島県会津若松市、宮城県山元町・南三陸町） 

 

＜選定都市＞ ※全国から 30 件の応募 

被災地域以外（５件）：下川町（北海道）、柏市、横浜市、富山市、北九州市 

被 災 地 域（６件）：大船渡市・陸前高田市・住田町、釜石市、岩沼市、東松島市、

南相馬市、新地町 

 

＜本市選定理由＞ 

・ 大都市の抱える重要課題が的確に把握され、かつ、地域の特徴が最大限に活かさ

れたバランスの良い提案である。 

・ 市の熱意、企業や市民団体との連携、住民参加の仕組みづくりなど、取組の推進

に当たっての原動力があり、目指す将来像の達成の可能性が高い。 

 

環境未来都市を着実に推進するため、庁内推進体制を整備するとともに、事業計画

の策定を進めています。また、本市の取組の国内外への普及展開に向けたプロモーシ

ョン活動を進めてまいります。 

 

１ 庁内推進体制の整備 

全庁を挙げて取組を推進するため、平成 24 年２月１日付で、温暖化対策統括本

部や関連局において環境未来都市推進担当を発令するなど、体制を整備しました。 

来年度からは、温暖化対策統括本部に「環境未来都市推進担当理事」を配置する

とともに、「環境未来都市推進課」を設置します。 
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２ 環境未来都市の計画策定 

・ 内閣官房からの計画策定依頼に基づき作成。 

・ 提案内容や平成 24 年度予算事業を基に、取組の具体的な内容等を記載。 

・ 直近１年間の目標、取組については毎年更新。 

（スケジュール） 

２月８日   内閣官房からの計画策定依頼 

３月上旬   内閣官房への計画案の提出 

中旬   各府省庁との協議 

下旬   計画の確定・公表 

 

３ 当面のプロモーション活動 

(1) 「環境未来都市」構想推進国際フォーラム（内閣官房・内閣府主催） 

（開催趣旨） 

選定された環境未来都市を国内外へ周知するとともに「環境未来都市」構想の

普及促進を図る。 

（日時・場所） 

平成 24 年２月 21 日（火）10 時～18 時 日経ホール（東京都千代田区大手町１－３－７） 

（本市対応） 

「社会の活力を保ちつつ高齢者が健やかに安心して生活できる都市づくり」を

テーマに、本市の事例紹介や有識者・自治体関係者との意見交換が行われ、健康

福祉局長が出席。 

(2) 「環境未来都市」構想推進セミナー（内閣官房・ＪＩＣＡ実施） 

（開催趣旨） 

新興国政府関係者を対象として、「環境未来都市」構想の発信、新興国の新た

な都市づくりへの貢献を行う。 

（日時） 

平成 24 年２月 20 日（月）～24 日（金） 

（本市対応） 

環境未来都市の現地視察として、本市の視察を予定。 
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